
【そいぎ】佐賀弁。
それでは、という
意味。そしたら。そ
れじゃあ。

―
み
ん
な
の
力
で
玄
海
原
発
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
終
止
符
を
―

私
た
ち
の
命
を
守
っ
て
ほ
し
い

私
た
ち
の
命
を
守
っ
て
ほ
し
い

プルサーマルを止めて！プルサーマルを止めて！
九電を提訴

M
O
X
燃
料
は
極
め
て
危
険
、安
全
性
無
視

使
用
済
燃
料
の
処
分
方
法
は
明
記
な
し

21
世
紀
の
「
い
の
ち
の
一
揆
」

命
は
商
業
機
密
よ
り
重
い
は
ず

命
は
商
業
機
密
よ
り
重
い
は
ず

―
―
人
格
権
、そ
し
て「
環
境
権
」を

８月９日
佐賀地裁

玄海原発プルサーマル大事故による被害範囲の拡大
半数致死線量（全身３シーベルト）範囲の広がり

プルサーマル炉では炉心に蓄積したプルト
ニウムやアメリシウム、キュリウムの量が
ウラン炉に比べて5～10倍程度になり、住民
の被曝に大きく影響する。

左：2007年九州電力が提出した申請書には、市民には数字が明らかにされ
ておらず、算出根拠が不明である。
右：炉内から取り出して以後の発熱量は、使用済MOX燃料の場合、使用済
ウラン燃料の10年後のレベルに到達するのに100年以上かかることがわ
かる。

2
0
0
4
年

原
子
力
資
料
情
報
室
作
成
資
料
よ
り

九州電力玄海原子力発電所

使用済燃料の発熱量比較
（核戦争防止国際医師会報告書より）

輸入燃料体検査申請書の燃料棒内圧評価
2010年8月9日佐賀地方裁判所前にて

貯蔵期間（年）

図１ 図２
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今
回
の
裁
判
の
論
点
の
一
つ
は
厳
密

に
は
現
在
稼
働
中
の
玄
海
３
号
機
の
中

に
あ
る
M
O
X
燃
料
に
つ
い
て
起
こ
さ

れ
た
。
こ
の
M
O
X
燃
料
が
不
良
品
で

あ
る
と
い
う
疑
い
は
根
強
く
、
佐
賀
県

議
会
で
も
大
問
題
と
な
っ
た
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
九
電
は
今
回
指
摘
さ
れ
た

「
ギ
ャ
ッ
プ
再
開
」
と
大
き
く
か
か
わ

る
不
純
物
に
つ
い
て
の
情
報
開
示
を
拒

否
。
同
じ
時
期
に
４
分
の
１
の
M
O
X

燃
料
を
「
基
準
に
満
た
な
い
」
と
し
て

廃
棄
し
た
関
西
電
力
と
の
対
処
の
違
い

な
ど
か
ら
い
っ
そ
う
の
不
審
を
か
っ
た
。

　

訴
状
の
中
で
は
、
公
開
さ
れ
て
い
る

数
少
な
い
デ
ー
タ
か
ら
起
こ
り
う
る
シ

ナ
リ
オ
を
合
理
的
に
推
測
。
「
ギ
ャ
ッ

プ
再
開
」
の
現
実
性
を
論
理
的
に
訴
え

て
い
る
。

　

九
電
が
こ
れ
を
否
定
す
る
た
め
に
は

客
観
的
根
拠
、
す
な
わ
ち
隠
さ
れ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
数
字
を
改
め
て
公
の
場

に
示
す
必
要
が
あ
り
、
こ
の
裁
判
の
見

所
の
一
つ
と
な
る
。

　

核
に
関
す
る
「
情
報
開
示
」
が
ど
の

程
度
進
む
の
か
。
商
業
機
密
は
命
よ
り

重
い
の
か
。
原
子
力
平
和
利
用
の
お
題

目
「
自
主
、
民
主
、
公
開
」
は
ど
う
な

る
。
な
ど
今
後
の
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

と
っ
て
き
わ
め
て
重
大
な
裁
判
に
な
る
。

　

ま
た
、
使
用
済
み
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
に
つ

い
て
は
、
そ
も
そ
も
処
理
方
法
が
確
立

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
国
も
認
め
て
お

り
、
事
業
主
体
が
ど
こ
な
の
か
さ
え
も

決
ま
っ
て
い
な
い
。
「
何
十
年
後
か
に
、

誰
か
が
や
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
恐
ろ
し

く
無
責
任
な
計
画
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
憲

法
の
人
格
権
、
「
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の

幸
福
を
追
及
す
る
権
利
」
で
訴
え
て
い

く
の
だ
が
、
底
流
に
、
「
未
来
の
世
代

に
ツ
ケ
を
残
し
た
く
な
い
」
と
い
う
思

い
が
あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
原
発
裁
判
で
使
わ
れ

て
勝
っ
た
こ
と
が
な
い
「
環
境
権
」
を

敢
え
て
入
れ
込
み
、
「
が
っ
ぷ
り
四
つ

（
冠
木
弁
護
団
長
談
）
」
に
組
ん
だ
裁

判
と
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
そ
の
も
の
、
「
核
燃
サ
イ
ク
ル
」

と
い
う
幻
想
が
ど
れ
ほ
ど
危
う
い
も
の

な
の
か
、
ま
で
射
程
に
入
る
「
九
州
の

田
舎
の
小
さ
い
け
れ
ど
、
大
き
な
裁
判
」

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
T
）

記
者
会
見
に
臨
む
弁
護
団
、石
丸
代
表
、澤
山
会
長（
2
0
1
0
年
8
月
9
日
佐
賀
市
）

　

2
0
1
0
年
8
月
9
日
、
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
同
じ
日
に
、
私
た
ち
は
九
州
電
力
を
相
手

取
っ
て
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
即
時
中
止
を
求
め
る
裁
判
を
佐
賀
地
方
裁
判
所
に
起
こ
し
ま
し
た
。

　

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
と
は
、
ウ
ラ
ン
専
用
で
設
計
さ
れ
た
原
子
炉
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
言
う
長
崎
原
爆

に
使
用
さ
れ
た
核
物
質
を
一
緒
に
入
れ
て
燃
や
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　

九
州
電
力
が
行
っ
て
い
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
極
め
て
危
険
で
、
私
た
ち
の
生
命
や
財
産
を
奪
う
可
能
性

が
高
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
再
三
再
四
、
九
州
電
力
に
対
し
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
中
止
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
国
や
佐
賀
県
を
は
じ
め
、
地
元
の
玄
海
町
や
そ
の
他
周
辺
の
多
く
の
自
治
体
に
も
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の

危
険
性
を
訴
え
、
中
止
の
要
請
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
声
は
届
か
ず
、
最
後
の
手
段
と
し
て
司
法
に
訴
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
裁
判
は
原
告
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
市
民
や
声
な
き
命
、
そ
し
て
、
未
来
を
生
き
る
す
べ
て
の

命
あ
る
も
の
魂
の
訴
え
で
す
。

　

私
た
ち
が
訴
え
て
い
る
問
題
点
は
、
大
き
く
二
点

で
す
。

　

ま
ず
、
一
点
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
入
っ
た
M
O
X

燃
料
の
危
険
性
で
す
。

　

原
子
力
発
電
所
は
核
燃
料
が
入
っ
た
原
子
炉
と
い

う
高
温
高
圧
に
耐
え
る
圧
力
容
器
の
中
に
、
水
を
入

れ
、
そ
の
水
が
核
分
裂
反
応
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け

て
、
15
・
5
M
Pa
（
約
1
5
7
気
圧
）
の
高
圧
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
高
圧
環
境
の
中
で
燃
料
ペ
レ
ッ

ト
が
入
っ
た
燃
料
被
覆
管
（
燃
料
が
入
っ
た
さ
や
）

は
、
常
に
こ
の
圧
力
を
受
け
内
側
に
押
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
核
燃
料
は
燃
焼
が
進
む
に
従
っ
て
燃

料
の
内
部
か
ら
ガ
ス
が
発
生
し
、
燃
料
被
覆
管
の
内

圧
が
次
第
に
高
く
な
り
ま
す
。
2
0
0
5
年
9
月
に

原
子
力
安
全
・
保
安
院
が
ま
と
め
た
玄
海
原
発
3
号

炉
の
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
の
資
料
に
は
、
被
覆
管

の
最
大
内
圧
は
16
・
1
M
Pa
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同

炉
で
の
通
常
ウ
ラ
ン
燃
料
の
最
大
内
圧
は
16
・
3
M

Pa
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
低
い
設
定
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
2
0
0
7
年
9
月
3
日
に
九
州
電
力

が
国
に
改
め
て
提
出
し
た
、
輸
入
燃
料
体
検
査
申
請

書
で
は
、
な
ぜ
か
最
大
内
圧
が
19
・
5
M
Pa
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
設
計
基
準
の
０
・
99
つ
ま
り

安
全
余
裕
が
1
%
し
か
な
い
と
い
う
過
激
な
設
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
（
図
１
）
航
空
機
や
自
動
車
、
船

や
建
物
な
ど
の
安
全
余
裕
は
通
常
20
%
〜
9
0
0
%

と
正
確
に
安
全
性
を
把
握
で
き
な
い
も
の
ほ
ど
高
く

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

燃
料
被
覆
管
の
最
大
内
圧
が
19
・
5
M
Pa
と
な
れ

ば
、
原
子
炉
内
の
圧
力
15
・
5
M
Pa
に
比
べ
、
4
・

0
M
Pa
（
約
40
気
圧
）
も
高
い
圧
力
と
な
り
、
こ
の

力
に
よ
っ
て
被
覆
管
が
外
に
膨
ら
み
ま
す
。
こ
れ
は

明
ら
か
に
、
原
子
炉
運
用
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
「
ギ

ャ
ッ
プ
再
開
」
を
誘
因
し
て
い
ま
す
。

　

M
O
X
燃
料
の
安
全
性
を
確
か
め
る
べ
く
情
報
請

求
を
し
ま
し
た
が
、
企
業
秘
密
の
保
護
を
盾
に
そ
の

情
報
は
未
だ
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ひ
と
た
び
ギ
ャ
ッ
プ
再
開
が
生
じ
、
燃
料
被
覆
管

の
破
壊
が
起
こ
れ
ば
、
溶
融
し
た
燃
料
と
冷
却
材
が

直
接
接
触
す
る
こ
と
で
水
蒸
気
爆
発
が
起
こ
り
、
大

事
故
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

も
し
も
、
大
き
な
事
故
が
起
こ
る
と
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
入
っ
た
燃
料
の
場
合
、
そ
の
放
射
能
毒
性
は

高
く
、
福
岡
市
街
地
を
含
め
半
径
69
K
m
圏
内
で
は

半
数
の
方
が
死
亡
す
る
と
い
う
驚
愕
の
推
定
結
果
も

出
て
い
ま
す
。
（
図
3

）

　

つ
ま
り
プ
ル
サ
ー
マ
ル
は
佐
賀
県
内
の
み
な
ら
ず
、

隣
の
福
岡
県
を
含
め
広
範
囲
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ

す
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

　

「
命
よ
り
企
業
」
と
言
っ
た
情
報
の
隠
ぺ
い
、
そ

の
結
果
は
数
々
の
悲
惨
な
歴
史
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
で
使
用
さ
れ
た
M
O
X

燃
料
の
使
用
後
の
処
分
方
法
が
法
律
に
基
づ
い
て
記
載

さ
れ
ず
、
ま
た
国
と
し
て
も
M
O
X
燃
料
の
使
用
済
み

燃
料
の
処
分
方
法
が
何
も
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
高
レ
ベ

ル
廃
棄
物
が
超
長
期
に
渡
り
放
置
さ
れ
、
環
境
汚
染
の

危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
で
す
。

　

原
子
力
発
電
所
で
核
分
裂
反
応
を
行
う
と
、
反
応

を
起
こ
す
前
の
燃
料
状
態
に
比
べ
、
高
い
放
射
能
を

持
つ
核
物
質
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
核
燃
料
を
原
子
炉
で
燃
や
す
場
合
、

使
用
後
の
燃
料
の
処
分
方
法
を
明
記
す
る
こ
と
が
国

の
法
律
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
お
い
て
は
実

施
を
急
ぐ
あ
ま
り
法
的
義
務
を
事
実
上
無
視
し
た
状

態
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
計
画
が
進
め
ば
極
め

て
高
い
放
射
線
レ
ベ
ル
の
核
の
ゴ
ミ
が
、
半
永
久
的

に
発
電
所
内
の
燃
料
プ
ー
ル
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ウ
ラ
ン
使
用
済
み
燃
料
と
M
O
X
使
用
済
み
燃
料

の
放
射
線
量
は
大
き
く
異
な
り
、
ウ
ラ
ン
燃
料
の
使

用
後
10
年
経
過
し
た
時
の
発
熱
量
と
同
等
に
な
る
に

は
、
M
O
X
燃
料
の
場
合
、
1
0
0
年
以
上
も
の
歳

月
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
国
も
認
め
て

い
ま
す
。
（
図
2

）

　

し
か
し
な
が
ら
、
1
0
0
年
以
上
も
使
用
済
み
燃

料
を
安
全
に
保
管
す
る
プ
ー
ル
な
ど
、
現
在
の
と
こ

ろ
全
世
界
を
見
渡
し
て
も
全
く
存
在
し
な
い
し
、
現

行
の
燃
料
プ
ー
ル
は
原
子
力
発
電
所
の
最
重
要
施
設

と
な
っ
て
お
ら
ず
、
耐
震
基
準
も
比
較
的
低
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

燃
料
プ
ー
ル
で
の
長
期
間
貯
蔵
で
は
イ
ギ
リ
ス
や

ア
メ
リ
カ
の
事
例
の
通
り
、
プ
ー
ル
が
水
漏
れ
を
起

こ
し
、
広
範
囲
な
地
下
水
汚
染
な
ど
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
M
O
X
燃
料
は
使
用
し
た
後
の
対
策

が
皆
無
に
等
し
く
、
危
険
な
高
レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃

棄
物
が
超
長
期
に
渡
り
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
、
健
康
で

文
化
的
な
生
活
を
送
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

九
州
電
力
は
、
そ
の
権
利
を
奪
い
将
来
の
命
に
対

し
て
も
、
そ
の
生
存
を
脅
か
す
行
為
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
自
覚
す
べ
き
で
す
。

　

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
を
即
時
中
止
し
、
高
レ
ベ
ル

核
廃
棄
物
の
生
産
を
1
g
で
も
少
な
く
す
る
こ
と
は
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
の
最
低
限
の
義
務
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
思
い
を
胸
に
、
こ
の
狂
気
に
満
ち
た

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
即
時
中
止
を
求
め
、
私
た
ち

は
司
法
に
訴
え
た
の
で
す
。

　

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
い
う
「
魔
界
」
の
怪
物
が
暴
れ

出
す
前
に
、
な
ん
と
し
て
も
、
こ
れ
を
阻
止
し
な
け

れ
ば
、
私
た
ち
の
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
未
来
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
か
、
私
た
ち
の
「
命
の
訴
え
」
に
対
し
て
、

御
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
21
世
紀
の
「
い
の
ち
の
一
揆
」
で
す
。

（
M
）

12月1日初公判12月1日初公判12月1日初公判12月1日初公判
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点
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論
点
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天

地



プルサーマルとは？
　プルサーマル計画とは、ウラン燃料のみを使用するた

めに設計された原子力発電所（軽水炉と呼ばれる）で、

ウランにプルトニウムを混ぜたMOX燃料を使う計画です。

MOX燃料とは、使い終わったウラン燃料からプルトニウ

ムを取り出し，燃えにくいウランなどと混ぜてつくった

燃料です。使い終わったウラン燃料の一部をリサイクル

できるために、資源の再利用ということで国策として進

められています。

 

　九州電力は，「プルサーマルの必要性」と題し、以下

の文面をホームページで公開しています。

原子燃料サイクルの確立
　資源の乏しい我が国において，エネルギーを長期的
に安定して確保していくためには，原子燃料サイクル
の確立は不可欠であり，使用済燃料を再処理し回収さ
れたプルトニウムを軽水炉で利用するプルサーマル計
画の実施は重要である。

余剰プルトニウムを持たない
　当社は既に，原子力発電所で発生した使用済燃料を
再処理し回収したプルトニウムを保有しており，核不
拡散への観点から，着実に平和利用（プルサーマル）
する必要がある。

○当社プルトニウム保有量 [2004年３月末現在]・約
2.9トン。

　　

　国策であるプルサーマルが推進されてきた経緯は、お

よそ次のとおりです。1970年代の国の原子力計画では、

2010年ごろには、プルトニウム混合燃料を使う高速増殖

炉が実用化している予定でした。しかし、1995年に高速

増殖炉原型炉「もんじゅ」が事故で運転停止となったこ

ともあり、高速増殖炉の開発はうまくいかず、実用化は

2050年ごろまでと、大きく先送りされています。

　一方、原子力発電所の運転により、使用済みウラン燃

料は増え続けています。これにより各地の貯蔵施設が満

杯となって原子力発電が立ち行かなくなることを避ける

ため、海外の再処理工場で再処理を行ってきました。そ

うするとプルトニウムが生まれますが、先のとおり高速

増殖炉実用化の目処が立たないため、プルトニウムの利

用先がありません。

　1995年「もんじゅ」が運転停止した後の1997年1月、

「当面の核燃料サイクルの具体的な施策について」（原

子力委員会決定）が発表され、その主旨を受けて、電力

会社側は、2010年までに16～18基の軽水炉でプルサー

マルを実施するとの計画をまとめました。プルサーマル

がプルトニウム使用の中心を担うこととなりました。現在、

日本は核分裂性プルトニウムを約30トン保有しており、

今後もプルトニウムが増えすぎることは、国際公約とし

て問題あるため、このありあまるプルトニウムの処分方

法として、プルサーマルは重要視されています。

　電力会社は1999年までにプルサーマルをはじめる予定

で、2010年までに16～18基の軽水炉でＭＯＸ燃料を利

用する計画を立てていました。ところが、これらのＭＯ

Ｘ燃料利用計画は1999年12月にイギリスのＢＮＦＬ社

によるＭＯＸ燃料のデータねつ造事件や、2001年５月に

行われた新潟県刈羽村の住民投票でプルサーマル反対の

結果が出たことなどで頓挫、約10年遅れて、2009年12

月九州電力玄海原子力発電所で営業運転が開始されました。

【右上図参照】

●複雑な構造によって、安全性の余裕が減り危険が増す
　プルサーマルでは、万が一、事故が起こった場合、ウ

ラン燃料を使ったときの事故に比べ、汚染範囲は４倍【※
1】にもなると言われています。従って、運転には、よ

り高い安全性が求められるものですが、プルサーマルでは、

MOX燃料の複雑な特性から、安全余裕を切り縮めること

になります。このことは国も九州電力も佐賀県も認めて

います。

　MOX燃料に含まれるプルトニウムは全体的に反応度が

大きく、また特定エネルギーの中性子に対して激しく反

応します。そして、核分裂で飛び出す中性子数は、ウラ

ンより多いため、連鎖反応が促進される傾向にあります。

このような特性から、燃料ペレット、燃料集合体、炉心

の各レベルで、複雑な構造となっており、炉心の運転制

御を複雑化させています。また、日本で使用されるＭＯ

Ｘ燃料の核分裂性プルトニウム含有率が　世界に例を見

ないほど高いことも危険性を増す要因となっています。

●不十分な実証実験のまま商業運転開始
　1986年から1991年まで、35万ｋｗ級の炉でプルサー

マルの実証実験を行ったものの、その後予定されていた

80万ｋｗ級の実用規模の実証実験を行わず、いきなり玄

海原発3号機（118万ｋｗ級）の炉で商業運転を開始して

います。「佐賀（玄海原発）は実験台なのか？」という

不安の声が上がるのは当然です。

●使用済ＭＯＸ燃料―超長期保管による危険性
　プルサーマルを行うことで排出される使用済ＭＯＸ燃

料には、その搬出先がありません。原発サイトのプール

に半永久的か、もしくは、少なくとも40 年以上放置され

る事態となります。さらに、地層処分できるまでには

400～500年かかることになります。

　このような超長期保管の間に劣化が進むと、「燃料が

臨界しない」という保証はありません。地震に耐えられ

るという保証もありません。使用済燃料貯蔵プールから、

放射能を含む冷却水が気づかれないまま長期にわたって

漏えいしている事例もありました【※2】。使用済ＭＯ

Ｘ燃料が超長期に原子力発電所サイトに貯蔵される場合、

その長寿命の放射性物質により、子孫に直接的に重大な

損害を与えることは不可避です。

●MOX燃料はコストが高く、また燃料節約の効果は薄い
　ＭＯＸ燃料の製造コストは少なくともウラン燃料の５

～７倍以上（「再処理」費を含めない、加工費と輸送費

の単純計算）かかると言われています。

　また、プルサーマルは核燃料リサイクルの一端を担う

もので、燃料資源の節約につながると言われていますが、

国内の再処理工場は試験中で頓挫しており、MOX燃料製

造工場については、着工に向けて準備工事中という段階

です。ましてや使用済みMOX燃料を処理する第二再処理

工場については、これから検討をはじめるというレベル

です。リサイクル（燃料節約）というのは、目処のない

将来の夢を語っているに過ぎません。（T）

第１回公判12月1日

出前講座いたします

ご支援お願いします

「プルサーマルってなーに?」から
始まる原子力や放射能のお話が盛り
だくさんです。
詳しくは、下記へおたずねください。

「そいぎ」へのご意見・ご感想をお
寄せください。

ご意見・ご感想を！

■玄海原発プルサーマルを支える会
　　年会費5000円
■サポート会員　
　　１口1000円（何口でも）
■カンパも受け付けています。
銀行口座
親和銀行　佐賀中央支店

【口座名】
玄海原発プルサーマル裁判を支える会

【口座番号】3000204
ゆうちょ銀行

【記号番号】01790-3-136810
【口座名】

玄海原発プルサーマル裁判を支える会
他行よりお振込の場合

【店名】
一七九（イチナナキュウ）店（179）

【預金種目】当座【口座番号】0136810

12月1日に第１回公判があります。
■門前集会　13：00
■公　　判　14：00
■場　　所　佐賀地方裁判所
傍聴をお願いいたします。

『まず漏らして、あとで修理』
管理もされずモニターもされない
原発配管からの放射能放出

（ ビヨンド・ニュークリア　レポート）
ポール・ガンター著　500円

【日本語訳・発行団体】
グリーン・アクション　
玄海原発プルサーマル裁判の会
福島老朽原発を考える会　
美浜・大飯・高浜原発に反対する大阪の会

2010年6月28日、
２回目のMOX燃料が
フランスより搬送
された（佐賀県玄海町）

【日本のプルサーマル導入状況と今後の導入予定】

プルサーマル発電での運転中の原発

プルサーマル発電計画のある原発

九州電力玄海原発
（2009年12月2日

営業運転開始）

四国電力伊方原発
（2010年3月30日営業運転開始）

中部電力浜岡原発
（2010年度から）

東京電力福島第一原発
（2010年9月18日起動)

※9月20日現在
ただし、地元了解は無し

関西電力高浜原発
（2010年度から）

中国電力島根原発

北海道電力泊原発

東北電力女川原発
（2015年度までに）

【※2】詳しくはこの報告書に
書かれています

【※1】MOX燃料による被害拡大については、原子力情報資料室を参照。
http://cnic. jp/f i les/Genkai3MOX_20060421.pdf

http://www.kyuden.co.jp/pdf/nuclear/pluthermal/need01.pdfより引用

「国策」？？　安全なの？？
本当に「リサイクル」？？

最新情報はホームページで
http://genkai.ptu.jp/

玄
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原
発
３
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で
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実
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を
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明
。5
月
に

佐
賀
県
と
玄
海
町
に
事
前
了
解
願
い
を
提
出

M
O
X
燃
料
、仏
で
完
成

九
州
電
力
が
M
O
X
燃
料
輸
送
計
画
の
事
前

了
解
願
を
提
出

M
O
X
輸
送
船
、仏
出
港

M
O
X
燃
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16
体
が
玄
海
原
発
に
搬
入
さ
れ
る

電
気
事
業
連
合
会
発
表
プ
ル
サ
ー
マ
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実
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5
年
延
期
と
発
表

議
会
審
議
中
に
九
電
は
M
O
X
装
荷
の
日
程

を
発
表
し
、県
議
会
の
反
発
を
受
け
、陳
謝
す

る
と
共
に
装
荷
日
程
に
つ
い
て
は
白
紙
と
し

た九
電
は「
メ
ロ
ッ
ク
ス
社
か
ら『
九
電
の
燃
料

は
関
電
が
不
合
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と
し
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項
目
と
同
じ
内
容

も
あ
り
、問
題
は
な
か
っ
た
』と
説
明
を
受
け

た
」と
し
た

M
O
X
燃
料（
16
体
）の
装
荷
開
始

九
電
は
玄
海
3
号
機
を
起
動
、プ
ル
サ
ー
マ

ル
の
試
運
転
を
開
始
す
る

九
電
は
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
対
し
て

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
自
主
検
査
デ
ー
タ
公
表
拒
否

プ
ル
サ
ー
マ
ル
通
常
運
転
へ

2
回
目
の
M
O
X
燃
料
輸
送
に
つ
い
て
九
電
は
佐

賀
県
と
玄
海
町
に
事
前
了
解
願
い
を
提
出

2
回
目
の
M
O
X
燃
料
20
体
が
玄
海
原
発
に
到
着

原
子
力
安
全
委
員
会
は「
プ
ル
サ
ー
マ

ル
は
妥
当
」と
答
申

唐
津
で
佐
賀
県
主
催
の「
公
開
討
論
会
」開
催

古
川
知
事
が「
安
全
性
は
確
保
さ
れ
る
」

と
す
る
見
解
を
発
表（
安
全
宣
言
）

佐
賀
県
と
玄
海
町
は
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計

画
を
事
前
了
解

佐
賀
県
議
会
は
直
接
請
求
の
条
例
案
を

否
決

�
　

原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
よ
る
輸
入
燃

料
体
検
査
開
始

国
会
議
員
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で
５
部
署
と
の
議
論

で
、使
用
済
み
M
O
X
処
理
方
策
の
条
件
の

準
備
的
検
討
の
報
告
書
が
未
提
出
と
表
明

佐
賀
県
議
会
は
請
願
を
不
採
択
と
す
る

原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
関
西
電
力
が

自
主
検
査
で
不
合
格
と
し
た
レ
ベ
ル
の

燃
料
が
玄
海
原
発
で
使
用
さ
れ
る
可
能

性
を「
否
定
で
き
な
い
」と
い
う
見
解
を

「
1
0
0
年
の
会
」や「
止
め
プ
ル
」な
ど

市
民
団
体
と
の
協
議
の
中
で
示
し
た

448122310
〜

121271256712356891011122468

玄
海
原
発
設
置
反
対
県
民
会
議
や
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
さ
が
な
ど
７
団
体
が
プ
ル
サ
ー

マ
ル
計
画
に
反
対
す
る
署
名
を
提
出（
合
計
30
万
５
千
筆
）

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に
反
対
し
て
い
る
唐
津
市
鎮
西
、呼
子
町
の
４
漁
協
が
15
日
、５
月
に

続
き
２
度
目
の
海
上
デ
モ（
1
4
0
隻
・
3
0
0
人
参
加
）

ラ
イ
マ
ン
博
士
来
日
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
無
謀
生
を
訴
え
る
。知
事
と
の
面
談
不
可

日
本
弁
護
士
連
盟
弁
護
団
10
名
玄
海
原
発
視
察
及
び
県
知
事
面
談
の
た
め
来
佐
・
知
事
と

の
面
談
不
可

「
止
め
よ
う
プ
ル
サ
ー
マ
ル
・
佐
賀
」（
2
月
に
結
成
）は
、プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
事
前
了
解
を
し

な
い
よ
う
求
め
る
約
2
万
筆
分
の
署
名
を
提
出

「
か
ら
つ
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
、「
脱
原
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
九
州
」が
呼
び
掛
け
、県
庁

前
で
プ
ル
サ
ー
マ
ル
反
対
を
訴
え
る
座
り
込
み

「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
・
大
事
な
事
は
住
民
投
票
で
決
め
よ
う
県
民
の
会
」が
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計

画
の
是
非
を
問
う
県
民
投
票
条
例
制
定
に
向
け
署
名
活
動
開
始

「
県
民
の
会
」は
、県
民
投
票
条
例
案
と
４
万
９
６
０
９
人
を
添
え
て
条
例
制
定
を
本
請
求

「
県
民
の
会
」解
散
・
有
志
に
よ
り
会
改
め「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
と
佐
賀
県
の
1
0
0
年
を
考
え

る
会
」と
し
て
運
動
再
開（
諦
め
な
い
広
報
活
動
開
始
）

新
潟
中
越
沖
地
震（
7
・
16
）に
よ
る
想
定
外
の
被
害
事
実
に
よ
り
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の

凍
結
を
求
め
要
望
書
、国
、佐
賀
県
、玄
海
町
、九
電
へ（
1
0
0
年
の
会
他
4
団
体
）

「
1
0
0
年
の
会
」佐
賀
県
に
申
し
入
れ（「
11
・
25
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
実
効
性
が
極

め
て
乏
し
く
訓
練
に
な
り
え
て
い
な
い
」と
訓
練
に
対
す
る
申
し
入
れ
）　

「
1
0
0
年
の
会
」唐
津
市
及
び
玄
海
町
の
薬
店
で
ヨ
ウ
素
剤
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施（
95
中
28

回
答
、ヨ
ウ
素
剤
を
常
時
置
い
て
い
る
薬
局
は
0
）

「
1
0
0
年
の
会
」1
年
か
か
っ
て「
コ
ン
セ
ン
ト
の
向
こ
う
側
」完
成

「
1
0
0
年
の
会
」佐
賀
県
に
ヨ
ウ
素
剤
各
家
庭
配
布
要
請
書
提
出
。学
校
配
布
に
は
な
っ

た
が
家
庭
配
布
は（
玄
海
町
の
み
の
要
請
も
）受
け
入
れ
て
く
れ
な
か
っ
た

国
土
交
通
省
規
則
に
適
合
し
な
い
疑
い
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
輸
送
を
許
可
し
な
い
よ
う
要
請
、全
国

の
憂
慮
す
る
市
民
・「
1
0
0
年
の
会
」参
加

佐
賀
県
の
事
前
了
解
を
受
け「
１
０
０
年
の
会
」や「
県
原
発
問
題
対
策
協
議
会
」な
ど
の
市

民
団
体
が
佐
賀
県
へ
抗
議
文
提
出

40
万
人
署
名
を
目
指
し
て
、N
O
!

プ
ル
サ
ー
マ
ル
佐
賀
ん
会
設
立（
5
月
に
は

N
O
M
O
X
人
文
字
フ
ェ
ス
タ
開
催〈
１
５
０
０
人
参
加
〉）

全
国
4
2
0
団
体
に
よ
り
、「
使
用
済
Ｍ
Ｏ
Ｘ
の
行
き
場
な
い
」と
要
望
書
提
出「
1
0
0
年
の
会
」参
加

「
１
０
０
年
の
会
」「
玄
海
原
発
設
置
反
対
県
民
会
議
」「
佐
賀
ん
会
」な
ど
市
民
グ
ル
ー
プ
の

メ
ン
バ
ー
約
1
0
0
名
が
玄
海
原
発
前
で
抗
議
の
声
を
あ
げ
る

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
に
つ
い
て「
１
０
０
年
の
会
」と
、資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
森
本
英
雄

課
長
と
の「
討
論
会
」が
玄
海
町
で
開
か
れ
る

「
佐
賀
ん
会
」プ
ル
サ
ー
マ
ル
実
施
延
期
を
求
め
る
署
名
全
国
か
ら
43
万
5
4
8
0
筆
を
添

え
て
県
議
会
請
願
書
を
提
出

「
１
０
０
年
の
会
」は
佐
賀
県
に
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
検
査
項
目
や
結
果
、自
主
検
査
資
料
に
つ

い
て
情
報
公
開
を
要
望

「
１
０
０
年
の
会
」と「
止
め
プ
ル
」全
国
の
仲
間
と
共
に
経
産
省
、内
閣
府
の
原
子
力
担
当
者
と
交
渉
参
加

玉
屋
前
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト（
高
木
さ
ん
作
成
）実
施（「
１
０
０
年
」「
止
め
プ
ル
」）

「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
よ
り
カ
ー
ニ
バ
ル
」福
岡
市
天
神
で
抗
議
大
パ
レ
ー
ド（
み
ら
い
実
行
委
員
会
）

「
１
０
０
年
の
会
」な
ど
市
民
約
50
名
が
県
庁
内
で
M
O
X
装
荷
抗
議
を
行
う

「
１
０
０
年
の
会
」「
止
め
プ
ル
」の
2
団
体
で
、小
山
英
之
氏
を
招
い
て
M
O
X
燃
料
の
問

題
点
な
ど
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
開
催

「
１
０
０
年
の
会
」「
止
め
プ
ル
」な
ど
は
県
に
対
し
、国
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
検
査
に
つ
い
て
原

子
力
安
全
・
保
安
院
を
呼
び
、説
明
会
を
開
く
よ
う
要
望

「
１
０
０
年
の
会
」「
止
め
プ
ル
」は
、佐
賀
県
・
県
議
会
・
玄
海
町
・
九
電
へ
抗
議
文
を
提
出

「
１
０
０
年
の
会
」は
内
閣
に
対
し
て
プ
ル
サ
ー
マ
ル
中
止
を
求
め
る
緊
急
要
請
を
提
出

九
電
本
社
交
渉
、「
み
ら
い
」「
1
0
0
年
」「
止
め
プ
ル
」参
加

自
治
労
会
館
に
て
唐
津
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
常
駐
保
安
院
3
名
と
の
交
渉

「
１
０
０
年
の
会
」「
止
め
プ
ル
」は
、佐
賀
県
知
事
と
九
電
宛
の
抗
議
文
を
提
出

「
玄
海
原
発
プ
ル
サ
ー
マ
ル
裁
判
の
会
」が
立
ち
上
げ
提
訴
へ
動
き
出
す

「
１
０
０
年
の
会
」は
、佐
賀
県
と
九
電
に
対
し
て
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
海
上
輸
送
に
反
対
し
抗
議
文
提
出

「
１
０
０
年
の
会
」な
ど
市
民
グ
ル
ー
プ
7
団
体
は
、玄
海
原
発
前
な
ど
で
M
O
X
搬
入
へ

抗
議
。「
１
０
０
年
の
会
」は
、佐
賀
県
、玄
海
町
に
抗
議
文
提
出

玄
海
原
発
プ
ル
サ
ー
マ
ル
裁
判
原
告
団
、佐
賀
地
方
裁
判
所
へ
提
訴

国
土
交
通
省
は
M
O
X
燃
料
の
輸
送
計
画
を
承
認
。県
と
玄
海
町
は
直
ち
に
九
電
に
対

し
て
事
前
了
解
を
行
う

佐
賀
県
議
会
文
教
厚
生
委
員
会
は「
佐
賀
ん
会
」が
提
出
し
て
い
た
請
願
を
不
採
択
と
し
た

佐
賀
県
と
玄
海
町
は
国
土
交
通
省
が
承
認
直
後
、九
州
電
力
に
対
し
事
前
了
解
を
出
す

わ
た
し
た
ち
の
活
動
の
軌
跡
2004
〜

2010

　

佐
賀
の
地
は
、
江
藤
新
平
先
生
の
出
身
地

で
あ
り
、
活
躍
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
ま
す
。

　

江
藤
新
平
先
生
の
業
績
は
余
り
知
ら
せ
ず
、

教
科
書
な
ど
で
は
何
か
賊
軍
の
よ
う
な
扱
い

で
不
平
武
士
、
反
動
分
子
と
い
う
印
象
が
ま

き
散
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
歴
史
学
界
の
一
部
で
は
、
江
藤

新
平
先
生
の
業
績
を
戦
後
間
も
な
く
か
ら
正

し
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
信

夫
清
三
郎
と
い
う
政
治
史
の
大
家
が
、
明
治

初
年
に
お
い
て
、
近
代
日
本
創
建
時
に
江
藤

新
平
の
果
た
し
た
歴
史
的
な
役
割
を
明
ら
か

に
し
、
こ
れ
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
国
民
の
権
利
と
い
う
観
点
で
近
代
国

家
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
点
で
あ
り

ま
す
。

　

江
藤
新
平
は
、
い
わ
ゆ
る
「
佐
賀
の
乱
」

で
大
久
保
利
通
の
政
府
軍
に
敗
れ
、
土
佐
路

に
逃
れ
て
、
東
洋
町
甲
浦
と
い
う
と
こ
ろ
で

捕
縛
さ
れ
、
佐
賀
に
連
れ
戻
さ
れ
て
処
刑
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
こ
と
に
痛
ま
し
い
こ
と
で
す
。
私
は
そ

こ
の
東
洋
町
の
町
長
で
す
。
国
民
の
人
権
を

国
家
の
礎
に
し
よ
う
と
し
て
き
た
江
藤
新
平

先
生
の
意
思
は
、
佐
賀
か
ら
東
洋
町
に
い
ま

も
流
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
江
藤
新
平
先
生
の
佐
賀
か
ら
東
洋
町

へ
の
軌
跡
を
現
在
的
に
復
活
し
、
人
権
の
回

路
と
し
て
生
か
そ
う
と
思
い
、
た
び
た
び
佐

賀
に
出
か
け
て
い
ま
す
し
、
町
の
職
員
や
議

員
、
町
民
有
志
の
方
に
も
江
藤
先
生
の
墓
参

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
か
ら
19
年
に
か
け
て
政
府
は
私

の
東
洋
町
に
日
本
全
国
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
を
収
容
す
る
施
設
を
建
設
し
よ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
企
て
に
断
固
と

し
て
反
対
し
、
推
進
し
て
い
た
前
町
長
を
選

挙
で
打
ち
破
り
ま
し
た
。
今
、
核
廃
棄
物
に

反
対
す
る
の
は
わ
が
町
の
町
是
と
な
っ
て
い

ま
す
。
プ
ル
サ
ー
マ
ル
原
発
に
反
対
す
る
佐

賀
と
核
廃
棄
物
に
反
対
す
る
東
洋
町
は
再
び

人
権
の
回
路
と
し
て
結
ば
れ
、
日
本
国
家
の

礎
に
原
子
力
産
業
を
廃
棄
す
る
、
直
接
的
に

は
佐
賀
玄
海
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
阻
止
す
る

と
い
う
点
で
か
た
く
手
を
結
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

江
藤
新
平
先
生
を
慕
う
も
の
は
、
趣
味
か

観
光
で
は
な
く
、
先
生
が
何
が
た
め
に
命
を

投
げ
出
し
て
戦
い
、
活
路
を
求
め
て
山
中
に

迷
い
、
そ
う
し
て
土
佐
甲
浦
に
た
ど
り
着
い

た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
思
い
を
い
た
す
べ

き
で
す
。
す
な
わ
ち
、
現
在
佐
賀
や
九
州
の

民
衆
が
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
文
字
通
り
累
卵

の
危
機
に
立
っ
て
い
る
現
実
の
中
、
何
を
す

べ
き
な
の
か
、
江
藤
先
生
な
ら
ど
う
し
よ
う

と
し
た
の
か
、
こ
れ
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
江
藤
先
生
の
癒
さ
れ
ぬ
魂

魄
は
今
も
な
お
佐
賀
城
の
一
角
か
ら
わ
れ
わ

れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

沈
黙
は

賛
成
と
同
じ
だ
！

ア
タ
シ
ら
は

言
葉
な
く
て
も

恋
し
ま
す
け
ど
ね
！

M
O
X
、ゴ
ミ
…
。

色
ん
な
理
由
で
お
か
し
い

の
に
な
ん
で
み
ん
な

反
対
し
な
い
？

例
え
ば
さ
…

好
き
な
人
に

告
白
す
る
時
は

ど
う
す
る
？

好
き
っ
て
事
も

逆
に
嫌
い
っ
て
事
も

言
わ
な
き
ゃ
何
も

伝
わ
ら
な
い
ん
だ
！

2004200520062007200820092010 年

月

国
・
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の
動
き

九
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わ
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し
た
ち
の
活
動

●infomasion

〒840-0937
佐賀県佐賀市鍋島町６丁目３-８

「そいぎ」編集部
TEL・FAX 0952-30-8027（石丸）　
E-mail genkai@khe.biglobe.ne.jp

■入会・出前講座・ご意見などの連絡先

玄
海
原
発
プ
ル
サ
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マ
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を
支
え
る
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

澤
山
保
太
郎

■
発
行
に
あ
た
っ
て

佐
賀
発
―

「
国
民
の
権
利
」へ
の
絆

1.プルサーマルの目的

2.プルサーマル計画の進捗状況

3. プルサーマルの問題点

2010年　10月1日（金曜日）　　　　　　　2そいぎ ―みんなの力で玄海原発プルサーマルに終止符を―（No.1）

2010年6月28日、玄海原発前で2回目
のMOX燃料搬入へ抗議する市民

―
今
、な
ぜ
裁
判
か
―

天

地


